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今月の内容
2018  JUNE  No.559

注 :（　）内数字は対前月比
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499

各支所窓口
久志支所
55-8101/55-8102

問
☎

屋部支所
52-2610

問
☎

羽地支所
58-1221

問
☎

屋我地支所
52-8957

問
☎

わ
か
め
会
の
健
康
レ
シ
ピ

1. パパイアは種と皮を取り除き千切りにし、水にさらしておく。
2. 冬瓜、カボチャは中綿を取り除き、皮ごと千切りにする。
3. ニンジン、ピーマン、ゴーヤーも千切りにする。
4. きくらげは水で戻し、ショウガは皮ごと千切りにする。
5. サラダ油を熱した鍋にパパイア、ニンジン、冬瓜、
きくらげ、カボチャを炒める。全体に油が回り
半煮えになったら、ゴーヤー、ピーマン、ちりめん
じゃこ、調味料を入れさらに炒める(強火で
10分程)。

6. 汁気がなくなったら白ごまと花カツオを
入れ仕上げる。 53-1281☎問 わかめ会事務局

□ パパイア
□ ゴーヤー
□ 冬瓜
□ カボチャ
□ ニンジン
□ ピーマン(緑・赤)
□ ショウガ
□ ちりめんじゃこ
□ 乾燥きくらげ(千切り)

80g
60g
60g
40g
40g
各40g
20g
20g
20g

□ サラダ油
□ 三温糖
□ 酢
□ みりん
□ しょうゆ
□ 花カツオ
□ 白ごま
□ 好みでタカの爪

大さじ2
40g
80g
50g
40g
5g

大さじ2
少々

材料（４人分）

~もっと島野菜を食べよう~
パパイアと夏野菜の佃煮風

作り方 身近な夏野菜で
スタミナ常備菜！

　5月3日、21世紀の森で行われたまんまる市。

雨模様の中、多くの家族連れでにぎわいました。ふと

目を向けると、一つの傘に身を寄せ合うかわいい

2人がいました。雨がっぱも長靴もお揃いの模様で、

ほほえましい光景に和やかな気持ちになりました。

・・・
今 月 の 表 紙・・・

雨も楽しいまんまる市

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ パパイアと夏野菜の佃煮風

名護の顔／ 富名腰 徹さん
各種相談業務

市政FLASH プラス＋
伊差川4号線、真喜屋17号線道路改良工事に伴う交通規制のお知らせ

ちばる地域をご紹介

いきいき百歳体操始めませんか？

平成30年度からの介護保険料改定について

国民健康保険課からのお知らせ

名護市中小企業・小規模企業振興事業補助金の公募について
未来を担う子どもたちの「働くこと」への学びを応援してください

あけみおのまち名護

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

第18回 オリンピック東京大会宿泊記念
南米視察市民訪問団参加者募集についてのお知らせ

平和祈願祭のお知らせ

情報ぼっくす

まちの話題

市史だより
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各
種
相
談
業
務（
祝
日
を
除
く
）

不動産無料相談                          第2・4火曜
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2

不動産無料相談                             第3水曜
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

3

                             第2水曜
10:00～15:00 名護市役所守衛室
交通事故相談4

消費者無料相談室
毎週月曜・火曜・木曜 10:00～16:00
名護市産業支援センター

5

                                    第2・4金曜
13:00～16:00 名護市役所守衛室
行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜（6月7日を除く）
17:30～20:00 納税係・保険税係
※今月は市県民税の第1期の納期です。
納期限内（6月30日）の納付をお願いします。

7

市民ほっと健康相談                                          毎週月曜
9:30～11:30 名護市役所健康増進課・健康相談室
9

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16:00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

                                            第1金曜
14:00～16:00 名護市産業支援センター
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

                           第2・4火曜
13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

のぞみの像への思いを語る富名腰さん

　

1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
年
、

富
名
腰
徹
さ
ん
は
名
護
小
学

校
6
年
生
だ
っ
た
。「
名
護
市

に
聖
火
リ
レ
ー
が
通
っ
た
時
、

名
護
十
字
路
は
人
で
あ
ふ
れ
、

町
中
が
興
奮
状
態
だ
っ
た
。陸

上
競
技
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、家
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

テ
レ
ビ
中
継
を
か
じ
り
つ
く

よ
う
に
観
た
」と
当
時
を
振
り

返
る
。

　

名
護
小
学
校
で
は
、聖
火

ラ
ン
ナ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
の
ぞ
み
の
像
」（
市
指
定
文
化

財
）が
そ
の
年
度
の
卒
業
生
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
。富
名
腰
さ
ん

は
そ
の
卒
業
生
の
一
人
だ
っ
た
。

　

今
年
、同
校
は
1
3
5
周
年

を
迎
え
た
。富
名
腰
さ
ん
は

「
記
念
事
業
で
の
ぞ
み
の
像
の

レ
プ
リ
カ
制
作
に
関
す
る
新

聞
記
事
を
読
ん
で
す
ぐ
に
連

絡
し
た
」と
、母
校
へ
の
寄
付
の

経
緯
を
話
す
。

　
「
の
ぞ
み
の
像
」に
対
す
る

思
い
は
他
に
も
理
由
が
あ
る
。

「
像
を
制
作
し
た
玉
那
覇
正
吉

さ
ん
の
奥
様
の
最
期
を
医
者

と
し
て
看
取
っ
た
の
が
私
だ
っ

た
。偶
然
関
わ
っ
た
患
者
と
の

関
係
に
縁
を
感
じ
、何
か
お
役

に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
」と
振
り
返
る
。

名護の顔
 No122

N A G O  n o  K A O

医療法人球陽会海邦病院理事長兼院長。
名護小、名護中（2年生まで）、那覇高、九州大学医学部卒。
35歳で宜野湾市に海邦病院を設立。名護小学校135周年記念
事業の一つ「のぞみの像」のレプリカ製作費用などとして、
ポートヒロックを含む海邦病院グループから期成会へ総額
500万円を寄付した。

ＰＲＯＦＩＬＥ

　
「
1
9
6
4
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、戦
後
の
高
度
経
済

成
長
期
で
皆
に
希
望
が
あ
っ

た
。今
の
時
代
は
、人
口
減
少
で

地
方
が
衰
退
し
、日
本
の
国
際

社
会
に
お
け
る
地
位
が
低
下

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。こ

れ
か
ら
の
若
い
人
に
自
分
た
ち

が
味
わ
っ
た
あ
の
気
持
ち
を
分

け
て
あ
げ
た
い
。『
の
ぞ
み
』と

い
う
言
葉
に
は
そ
の
意
味
も

あ
る
。次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

こ
の
閉
塞
的
な
社
会
に
良
い

景
気
を
生
ん
で
ほ
し
い
」と
期

待
を
込
め
る
。

　

35
歳
で
設
立
し
た
病
院
が

昨
年
30
周
年
を
迎
え
た
。多
忙

な
日
々
が
続
き
、故
郷
に
関
わ

る
機
会
は
多
く
は
な
か
っ
た
。

「
名
護
で
過
ご
し
た
小
さ
い
頃

は
海
岸
か
ら
1
0
0
ｍ
く
ら
い

の
場
所
に
実
家
が
あ
り
、よ
く

海
に
遊
び
に
行
っ
た
。豊
か
な

自
然
が
あ
り
穏
や
か
な
ま
ち
。

病
院
に
も
名
護
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
る
。何
か
恩
返
し

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
る
」

　

県
内
の
医
療
・
介
護
分
野
で

活
躍
す
る
富
名
腰
さ
ん
は
、

故
郷
へ
の
思
い
を
抱
き
続
け

て
い
る
。
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若い人にもあの気持ちを
富名腰 徹さん（66）



しせ い フ ラッシュ

月・54 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

　

3
月
に
行
わ
れ
た
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
の「
K-

S
P
I
R
I
T
ジ
ュ
ニ
ア

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
」で
勝
利
し
、40
㎏
級
、

45
㎏
級
で
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た
比
嘉
理
喜
君（
東
江
中
１
年
）

と
岸
本
翔
龍
君（
名
護
中
１
年
）が
、5

月
7
日
、名
護
市
役
所
の
渡
具
知
武
豊

名
護
市
長
の
も
と
を
訪
れ
報
告
し
た
。

　

2
人
は
市
内
の
同
じ
ジ
ム
に
通
っ
て

い
る
友
達
同
士
。比
嘉
君
は「
小
学
生

最
後
の
試
合
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
。ジ
ム
の
先
生
や
親
に

感
謝
し
て
、全
国
制
覇
を
目
指
し
た
い
」

と
語
っ
た
。岸
本
君
は「
試
合
中
は
無
我

夢
中
で
あ
ま
り
記
憶
が
な
い
が
、勝
っ
て

タ
イ
ト
ル
を
取
れ
た
。今
年
に
入
っ
て

か
ら
は
連
戦
連
勝
。ま
だ
ま
だ
勝
ち
を

伸
ば
し
た
い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

目
指
せ
全
国
制
覇

2
人
の
小
学
生
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

プラス

優勝を報告した比嘉君(左から2人目)と岸本君(右から2人目)

講義をする山崎氏

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま
る
第
５

次
名
護
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
、

名
護
市
役
所
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
が
、５
月
１６
日
、名
護
市
民
会
館

で
行
わ
れ
た
。

　

講
師
と
し
て
招
か
れ
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
s
t
u
d
i
o-

L
の

山
崎
亮
代
表
取
締
役
は
、A
I
の
発
達

や
教
育
の
在
り
方
な
ど
今
後
の
社
会

情
勢
を
紹
介
し
、「
住
民
み
ん
な
が

参
加
で
き
る
も
の
に
す
る
。た
く
さ
ん

発
言
で
き
る
よ
う
な
空
気
を
作
る

こ
と
が
大
事
」と
住
民
参
加
の
重
要

性
を
語
っ
た
。

　

今
後
、名
護
市
で
は
、住
民
参
加
で

名
護
市
の
総
合
計
画
策
定
に
取
り

組
む
と
し
て
い
る
。

名
護
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け

市
役
所
で
キ
ッ
ク
オ
フ
研
修

　

４
月
24
日
、名
護
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
関
係
者
が
名
護
市
役
所
を
訪
れ
、

3
月
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
長
岡
柏
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
第
19
回 

姉
妹

ク
ラ
ブ
児
童
交
歓
会
に
つ
い
て
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
に
報
告
し
た
。

　

両
ク
ラ
ブ
は
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
し
て

児
童
受
け
入
れ
と
派
遣
を
毎
年
交
互

に
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
約
50
人
が

参
加
し
た
。今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

松
田
淳
人
君（
大
宮
小
6
年
）、上
間

颯
太
君（
同
校
5
年
）、伊
野
波
孝
洋

君（
名
護
小
6
年
）、仲
宗
根
真
奈
さ
ん

（
同
校
6
年
）の
４
人
。児
童
ら
は
、雪

遊
び
や
沖
縄
民
謡
の
披
露
な
ど
を
通

し
て
新
潟
県
の
児
童
と
交
流
し
た
。

　

松
田
君
は
、「
ス
キ
ー
や
雪
合
戦
な

ど
、沖
縄
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で

き
た
。ま
た
遊
び
に
行
き
た
い
」と
話

し
た
。

大
雪
の
新
潟
県
で
交
流

名
護
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
４
児
童新潟県での体験を報告した児童と関係者

寄付金を手渡す屋嘉会長(左から2人目)と関係者

　

5
月
15
日
、北
部
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
協
会
の
屋
嘉
良
英
会
長
ら
協

会
関
係
者
が
名
護
市
役
所
を
訪
れ
、

渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
に
子
ど
も
夢

基
金
へ
の
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。

　

屋
嘉
会
長
は「
地
域
の
た
め
に
や
れ

る
こ
と
を
し
よ
う
、と
の
思
い
で
寄
付

し
た
。貧
困
社
会
が
広
が
る
中
で
、名

護
の
子
ど
も
た
ち
が
勉
学
に
励
み
大

き
な
夢
を
持
て
る
よ
う
に
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
思
い
を
語
っ
た
。渡
具
知

市
長
は「
寄
付
金
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
感
謝
し
た
。

　

寄
付
金
は
子
ど
も
夢
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
、市
内
の
小
・
中
学
校
や
高

等
学
校
、高
等
専
門
学
校
の
生
徒
が

大
会
な
ど
で
県
外
や
離
島
に
派
遣
さ

れ
る
際
の
交
通
費
補
助
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
。

名
護
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
協
会
が
寄
付
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伊藤園名護工場

いさがわ
市営住宅

伊差川
中古車センター

サンエー
いさがわ食品館

名
護
東
道
路

名
護
東
道
路

名
護
宜
野
座
線

名
護
宜
野
座
線58

71

伊差川4号線
※片側交互通行および
　一部通行止め区間

58

羽地の駅

ファミリーマート
名護真喜屋店

真喜屋第二
市営住宅

真喜屋
公民館

安謝橋電機

名護
オートサービス

真喜屋運動公園
羽地内海

真
喜
屋
大
川

110

真喜屋17号線
工事箇所・交通規制

①
伊
差
川
４
号
線
②
真
喜
屋
１７
号
線
道
路
改
良
工
事
に

伴
う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

５
３‐１
２
１
２（
①
に
つ
い
て
内
線
２
３
６
、②
に
つ
い
て
内
線
２
３
３
）

☎ 問
建
設
土
木
課 

土
木
係

　

5
月
7
日
、平
成
30
年
度 

名
護
市

赤
十
字
奉
仕
団
社
資
募
集
出
発
式
が

名
護
市
役
所
で
行
わ
れ
、団
員
や
関
係

者
が
出
席
し
た
。

　

出
席
し
た
日
赤
沖
縄
支
部
名
護
地

区
長
の
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
は

「
飢
餓
や
災
害
な
ど
に
苦
し
む
人
々

に
支
援
活
動
を
行
い
、多
方
面
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
活
動

に
敬
意
を
表
し
た
い
。全
て
の
活
動

は
赤
十
字
奉
仕
団
の
信
条
に
賛
同
す

る
人
か
ら
の
社
資
で
成
り
立
っ
て
い

る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

委
員
長
の
宮
城
初
子
さ
ん
は「
各

支
部
区
長
会
を
と
お
し
て
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、活
動
費
の
確
保
が

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。皆
さ
ん
の

協
力
な
く
し
て
は
活
動
し
て
い
け
な

い
。喜
ん
で
賛
同
し
て
く
れ
る
方
が

い
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
」と
感
謝
の

気
持
ち
を
語
っ
た
。

地
域
か
ら
の
協
力
を

赤
十
字
社
資
募
集
出
発
式

出発式に参加した団員ら

　

5
月
9
日
、海
上
保
安
庁
、警
察
署
、

北
部
地
区
の
消
防
本
部
の
３
機
関
が

名
護
湾
で
合
同
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

訓
練
は
二
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ

れ
た
。一
つ
は
漂
流
者
を
海
保
の
ヘ
リ

が
捜
索
し
、消
防
本
部
の
水
上
バ
イ
ク

が
救
助
す
る
ま
で
、も
う
一
つ
は
警
備

艇
が
漂
流
者
を
発
見
し
ヘ
リ
が
吊
り

上
げ
、救
急
車
へ
引
き
渡
す
ま
で
と

い
う
も
の
。

　

照
屋
秀
裕
名
護
市
消
防
長
は「
消
防

隊
員
は
通
常
ど
お
り
の
動
き
が
で
き

た
。有
事
の
際
は
消
防
が
持
つ
機
動
力

と
、海
保
、警
察
の
安
定
力
が
連
携
す
る

こ
と
が
大
切
」と
訓
練
を
振
り
返
っ
た
。

　

名
護
海
上
保
安
署
の
榮
和
志
署
長

は「
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
た
が
、無
線
に
マ
ス
キ
ン
グ

が
起
こ
り
課
題
と
な
っ
た
。今
後
も
訓

練
の
強
化
を
図
り
た
い
」と
語
っ
た
。

※
天
候
や
工
事
の
諸
事
情
に
よ
り
規
制
期
間
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

海
保
、消
防
、警
察

3
機
関
が
合
同
訓
練
実
施

3機関合同訓練の様子

①
市
道
伊
差
川
４
号
線
が
片
側

交
互
通
行
お
よ
び
一
部
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。

規
制
内
容

24
時
間
。片
側
交
互
通
行
、

一
部
通
行
止
め

平
成
３０
年
５
月
中
旬
〜

平
成
３１
年
２
月
末
ま
で

期 

間

②
市
道
真
喜
屋
１７
号
線
の
一
部
が

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

規
制
内
容

24
時
間
。片
側
交
互
通
行
、

一
部
通
行
止
め

6
月
上
旬
〜
１１
月
下
旬
ま
で

期 

間

①

②
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ば
か
つ
て
の
通
学
路
が
散
策
路
に　

　

瀬
嵩
区
と
大
浦
区
を
結
ぶ
里
道
は

か
つ
て
大
浦
区
の
子
ど
も
た
ち
が
学

校
へ
通
う
た
め
に
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
全
く
使
わ

れ
な
く
な
り
、草
木
が
生
い
茂
っ
て

い
ま
し
た
。2
年
前
、大
浦
区
・
瀬
嵩
区

の
老
人
会
で
昔
の
里
道
を
復
活
さ
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、や
ん

ば
る
の
森
を
満
喫
で
き
る
散
策
路
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ

の
里
道
は
、自
然
災
害
な
ど
で
国
道
が

使
え
な
く
な
っ
た
場
合
、緊
急
避
難
路

と
し
て
の
活
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

兼
濱
区
長
の
お
話

五
感
を
活
用
し
て
歩
く

　

整
備
作
業
に
は
2
週
間
を
費
や
し

ま
し
た
。参
加
し
て
く
れ
た
区
民
ら
と

協
力
し
て
草
木
を
伐
採
し
、約
4
・
5

ト
ン
も
の
砂
利
を
敷
き
ま
し
た
。整
備

後
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
は

県
外
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
20
代
か

ら
60
代
ま
で
17
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

木
の
実
を
食
べ
、植
物
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、

五
感
を
活
用
し
な
が
ら
歩
け
る
の
が

楽
し
い
、と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。将
来
的
に
は
観
光
客
を
誘
致
し

ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。ま

た
、今
後
大
浦
区
と
の
交
流
が
深
ま
る

こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　久志間切の番所があった瀬嵩には、
拝所史跡が多数ある。太平洋、大浦湾、
久志連山など豊かな自然に囲まれた
和やかな集落。区の行事には多くの
区民が参加する。
　平成28年度のちばる事業で整備
された文化財周辺。その場所に訪れ
る人を増やすための導線として、また
隣接する大浦区へとつながる散策路と
して活用するために事業を提案した。
参考:市民のひろば2017年８月号

概要　◉里道の整備
　　　◉看板や休憩スペースの設置など

事業名　
里道を活用した散策路整備事業

1

23

瀬嵩区
人口268人（117世帯）

写真１
写真２

写真３

：草木を伐採し、里道を整備した
：ベンチと看板を設置した
 体力に自信がない人も休みながら
 散策できる
：里道に生息する植物には和名と
 方言名を記したタグをつけた

瀬
嵩
区

五
感
を
活
用
す
る
や
ん
ば
る
の
森

ち
ば
る
地
域
を
ご
紹
介 

シ
リ
ー
ズ
２ 

①

（平成30年4月30日現在）

区
長 

兼
濱 

富
男

　ちばる地域をご紹介では、平成２9年度
名護市ちばる地域提案事業を通して、
地域を元気にしようとちばっている取り
組みを紹介します。

PHOTO CAPTION
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ち
ばる

ア
タ
イ
グ
ワ
ー
で
緑
の
風
景

ち
ば
る
地
域
を
ご
紹
介 

シ
リ
ー
ズ
2 

②前
区
長 

照
屋 
康
夫

17
代
区
長 

田
仲 

康
秀

区
長 

仲
嶺 

真
夫

中
山
区

多
く
の
賛
同

　

常
設
型
ゴ
ー
ヤ
ー
棚
の
設
置
に
よ

り
四
季
折
々
の
野
菜
栽
培
が
可
能
と

な
る
だ
け
で
な
く
、手
ご
ろ
な
面
積
で

老
若
男
女
が
野
菜
を
育
て
収
穫
で
き

ま
す
。心
身
と
も
に
健
康
増
進
が
図
れ

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。区
民

の
賛
同
も
あ
り
、２２
戸（
世
帯
）に
ゴ
ー

ヤ
ー
棚
を
設
置
し
ま
し
た
。６
月
の
中
旬

ご
ろ
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。夏
に

は
、ゴ
ー
ヤ
ー
が
垂
れ
下
が
る
風
景
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ゴ
ー
ヤ
ー
の
里
へ
の
思
い

　

中
山
区
で
は
平
成
１４
年
に「
ゴ
ー
ヤ
ー

の
里
」宣
言
を
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ヤ
ー

栽
培
を
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
づ
け

「
ゴ
ー
ヤ
ー
ま
つ
り
」な
ど
を
と
お
し
て

増
産
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、高
齢
化

に
よ
り
生
産
戸
数
も
生
産
量
も
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
よ
う
な
中
で

遊
休
地
や
家
庭
菜
園（
ア
タ
イ
グ
ワ
ー
）

の
再
活
用
で
ゴ
ー
ヤ
ー
の
里
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
発
信
し
、更
な
る
発
展
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
を
区
民
と
話
し
合
い

事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

照
屋
前
区
長
の
お
話

　嘉津宇岳の鋭鋒が望め、自然豊かな地域。近年は農業
従事者が減少している。遊休地およびアタイグワーを
有効活用し「ゴーヤーの里」という共同意識の醸成と
集落の活性化につなげるために事業を提案した。

概要　◉常設型ゴーヤー棚の設置
　　　◉遊休地およびアタイグワーの有効活用

「ゴーヤーの里」の更なる発展のためアタイグワー
(庭の野菜畑)で活性化事業

13

2

PHOTO CAPTION

写真１
写真２

写真3

：常設型ゴーヤー棚
：「ゴーヤーまつり」で事業の
 写真が掲示された
：「ゴーヤーまつり」で
  ゴーヤー棚の設置が
  紹介された

中山区
人口423人（190世帯）
（平成30年4月30日現在）

事業名
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足
腰
を
鍛
え
ま
し
ょ
う

　

名
護
市
の
要
介
護
に
な
る
要
因
の

第
１
位
は
、「
関
節
の
病
気
」で
す
。

　

健
康
に
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

膝
が
痛
い
、正
座
が
で
き
な
い
、腰
が

痛
い
、瓶
の
ふ
た
が
開
け
ら
れ
な
い

な
ど
・・・
。こ
れ
ら
の
症
状
の
多
く
は
、

筋
肉
の
衰
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
地
域
で
始
め
ま
せ
ん
か

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」は
全
国
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、足
腰
を
鍛

え
る
た
め
に
効
果
的
な
高
齢
者
向
け

の
体
操
で
す
。

 　

現
在
市
内
16
カ
所
で「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、55
区
全
て
の
地
域
の
高
齢
者
が
参

加
す
る
た
め
に
は
開
催
場
所
が
不
足

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
未
実
施
の
地
域
で

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

や
り
た
い
こ
と
を
自
分
で
や
ろ
う

　

４
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
市
区
町

村
別
生
命
表
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

名
護
市
の
女
性
の
平
均
寿
命
は
88
・
8

歳
と
全
国
で
3
番
目
の
長
寿
市
町
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、平
均
寿
命
が
長
く
て
も
、

健
康
寿
命
が
長
く
な
け
れ
ば
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。高
齢
化
に
伴
い
、介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
が
増
加
す
る

中
、「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
自
分
で

や
る
幸
せ
」の
た
め
に
、今
か
ら
足
腰
を

丈
夫
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

いきいき

百歳体操始めませんか？
「いきいき百歳体操」・・・・DVDで動画を見ながら約30分間行う体操。重りバンドを使用した筋力トレーニングも含まれる。

53-1774☎名護市地域包括支援センター 介護予防担当（島袋・比嘉・西原）問

百
歳
体
操
を
始
め
る
に
は

い
き
い
き
百
歳
体
操 

実
施
地
域

説
明
会
に
参
加
し
て
体
験
し

ま
し
ょ
う
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
支
援
を
４
回
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
３
カ
月
間
続
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

D
V
D
と
重
り
バ
ン
ド
を
貸
し

出
し
し
ま
す
。

地域名
運天原
大 浦
為 又
東 江
大 中
大 南
幸 喜
宇茂佐

水・金／午後2時
水／午後2時
月／午前10時　金／午後1時15分
金／午前10時
木／午前10時
月／午前10時
月／午後2時30分
金／午前10時

金
水
水
金
火
月
月
水

／午前9時
／午前10時
／午前9時
／午後2時
／午後1時30分
／午後1時30分
／午後2時30分
／午後2時

稲 嶺
大 西
真喜屋
瀬 嵩
三 原
嘉 陽
数久田
世冨慶

曜日・時間 曜日・時間地域名

元気高齢者を

目指そう

寝たきりにならないための自主サークル活動
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介護保険料改定について

平成30年度からの
６５歳以上の方
介護保険第１号被保険者

５３-１２１２（内線１３６／１３７）☎介護長寿課 介護保険料係問

5
3-

1
2
1
2（
内
線
1
0
5
）

☎
介
護
長
寿
課 

高
齢
福
祉
係

問

　介護保険制度では、介護サービス利用の実績や費用の見込み額などに基づき、３年ごとに介護保険事業計画を策定
し、介護保険料を算定しています。平成３０年度から高齢化に伴う介護保険サービスの利用者増加や第１号被保険者の負担
割合の変更などにより介護保険料の基準額が引き上げとなります。皆さまが納める介護保険料は介護保険制度を運営する
ための大切な財源です。保険料の納付にご理解とご協力をお願いします。 

【介護保険料の決まり方】
　６５歳以上の方の介護保険料は、名護市で必要な
介護保険サービス費用の見込み額に基づき、その
全体額の２３％を名護市にお住まいの６５歳以上の
方の人数で割った額を「基準額」とし、その基準額を
基に、本人と世帯員の課税状況や所得に応じて、
段階的に設定しています。　
※下記表参照

※平成30年度から段階の判定に関する基準について、合計所得金額から、長期譲渡所得および短期譲渡
　所得に係る特別控除額および公的年金などに係る雑所得を控除した額を用いることとします。

第６段階

第 7段階

第 8段階

第 9段階

第10段階

第11段階

９２,４００円

９６,４００円

１０８,５００円

１３２,６００円

１５２,７００円

１６８,８００円

基準額×１.１５

基準額×１.２

基準額×１.３５

基準額×１.６５

基準額×１.９

基準額×２.１

第 1段階
本
人
が
市
民
税
非
課
税

本
人
が
住
民
税
課
税

非
課
税
世
帯

課
税
世
帯

基準額×０.４５

基準額

３６,１００円

合計所得金額が80万円未満の方

合計所得金額が80万円以上120万円未満の方

合計所得金額が120万円以上190万円未満の方

合計所得金額が190万円以上290万円未満の方

合計所得金額が290万円以上500万円未満の方

合計所得金額が500万円以上の方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を
超える方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円
以下の方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万を
超える方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を
超え120万以下の方

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

基準額（年間額）＝名護市の介護サービス費用の見込み額×６５歳以上の人の負担分（２３％）÷名護市の６５歳以上の人数

所得段階

※平成30年度から65歳以上
　の方の保険料の負担率が
　23％に変わりました。

対象者 保険料率 保険料年間額

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
へ
、サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
や
金
額
に
つ
い
て
の
通
知
を
定
期

的
に
送
付
し
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
や
金
額
な
ど
を
改
め
て
ご
確

認
い
た
だ
き
、介
護
保
険
制
度
に
対

す
る
理
解
と
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
知
は
費
用
を
支
払
っ
て
い
た
だ

　

く
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、医
療
費
控
除
の
証
明
書
に
は

　

な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

「
介
護
保
険
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」の

送
付
に
つ
い
て

　

い
き
い
き
便
利
帳
の
平
成
３０

年
度 

改
定
版
の
発
行
に
伴
い
、

掲
載
記
事
の
募
集
を
行
い
ま

す
。高
齢
者
に
役
立
つ
情
報
の

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
名
護
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
、い
き
い
き
便
利

帳
を
ご
覧
に
な
り
、参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

U
R
L
：

http://www.city.nago.okinawa.
jp/10/9887.htm

l

募
集
締
切
り
：
6
月
末
日

高
齢
者
い
き
い
き
便
利
帳
を

更
新
し
ま
す

第 2段階

第 3段階

第 4段階

第 5段階

基準額×０.７５

基準額×０.７５

基準額×０.８５

６０,３００円

６０,３００円

６８,３００円

８０,４００円

介護保険の給付財源負担の内訳

６５歳以上の方の
保険料（２３％）国、県、市町村

（５０％）

４０～６４歳の方の
保険料（２７％）
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国民健康保険課からの
お知らせです

　国保事業の安定と、国民健康保険税の負担の公平性を
確保するため、平成３０年度 名護市国民健康保険税収納
対策緊急プランを策定しました。

　市民の皆さまへは国民健康保険制度を堅持するため、
ご理解とご協力をお願いします。

①滞納状況の解消

②体制の充実・強化

③徴収方法の改善など

④滞納処分の実施

：未申告者への申告勧奨など

：研修による職員の能力向上など

：口座振替の勧奨など

：滞納者の財産調査など

国民健康保険課 保険税係
☎
問
53-1212（内線117）

名護市国民健康保険税の
改正について

平成30年度

◉国民健康保険税賦課限度額の改定
　地方税法施行令改正に伴い、基礎課税額に係る限度額が54万円
から58万円になりました。

◉軽減措置の拡充
　５割軽減および２割軽減の軽減判定所得基準額が見直され、
軽減対象者が拡充されました。被保険者の世帯所得が下表の
判定基準を下回る場合に軽減措置が適用されます。

国民健康保険課 保険税係 ☎問 ５３‐１２１２（内線２７４）

国民健康保険に加入されている皆さま（※70歳以上の方）
後期高齢者医療保険に加入されている皆さまへ

　７５歳以上の方（後期高齢者医療保険に加入されている方）の保険料（上限額および軽減率）と、７０歳以上の方の入院時の食事代および
高額療養費（区分および上限額）が変わります。全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間での
世代間の公平が図られるよう、負担能力に応じたご負担をいただく必要があります。皆さまのご理解をお願いします。

◉７０歳以上の皆さまの入院した時の食事代および
　高額療養費の上限額について（住民税課税対象
　者の方）
◆入院したときの食事代が変わります。１食当たり
　３６０円→４６０円（平成３０年４月から）

②一般（課税所得１４５万円未満の方）：外来（個人ごと）の
　上限額が変わります。
　上限額１万４，０００円→１万８，０００円（平成３０年８月から）

◆高額療養費の上限額が変わります。
①現役並み（課税所得１４５万円以上の方）：課税所得に
　応じて区分が三つに細分化され、それぞれの上限額が
　設定されます。(平成３０年８月から)

【年間上限額はこれまでと同様14万4千円。
　外来＋入院(世帯ごと)についての上限額もこれまでと
 同様ひと月5万7,600円】

※高額療養費：ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた
　上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払い頂いた分を払い
　戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得、収入などに
　応じて決まります。

　平成３０年４月から、保険料の上限額と、所得割と均等割の
軽減率が変わります。※７月発送予定の通知をご確認ください。

◆保険料の上限額（年額）が変わります。
　上限額 ５７万円→上限額 ６２万円

◆年収約１５３万円～約２１１万円の方は、所得割の軽減率が
　変わります。特例的な２割軽減→軽減なし

◆元被扶養者で、特定の要件に該当する方は均等割の軽減率
　が変わります。特例的な７割軽減→５割軽減

※元被扶養者：７５歳になる前日に、ご家族の会社の健康保険などで
　被扶養者だった方
※特定の要件例：単身の方で年金収入が１６８万円を超える方や、
　７５歳以上の夫婦２人世帯で一方の年金収入が１６８万円を
　超える方など
※所得割：年収に応じて納めていただく部分   
※均等割：全員に納めていただく定額部分

◉７５歳以上の皆さま（後期高齢者医療保険に加入
　されている方）の保険料について

70歳以上75歳未満の方（国民健康保険に加入されている方）☎問 ５3-1212（給付に関すること：内線１５６）（資格に関すること：内線１５４／１５７）
75歳以上の方（後期高齢者医療保険に加入されている方）☎問 ５3-1212（内線167／195）

平成29年度（旧）

医療分（基礎分） 後期高齢者支援金分区　分

54万円
58万円

19万円
※変更なし

16万円
※変更なし

介護納付金分

平成30年度（新）

平成29年度
（旧）

５割軽減区　分

33万円+
（27万円×被保険者数）

33万円+
（27.5万円×被保険者数）

33万円+
（49万円×被保険者数）

33万円+
（50万円×被保険者数）

2割軽減

平成30年度
（新）

平成３０年度
名護市国民健康保険税収納対策緊急プラン（抜粋）

※被保険者数：世帯にいる国保の被保険者数
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未来を担う子どもたちの
「働くこと」への学びを応援してください

名護市中小企業・小規模企業振興事業補助金の
公募について

　名護市立小中学校では働く大人を観察する
「ジョブシャドウイング」、実際に仕事を体験する
「職場体験」を実施しています。働く大人と接し、働く
ことの楽しさややりがい、厳しさを学ぶ貴重な体験
となります。ジョブシャドウイング・職場体験にご協力
いただける事業所を募集しています。

　名護市は、誰もが創造的に生き生きと仕事ができるまちを目指し、平成25年12月に「名護市中小企業・小規模企業振興
基本条例」を施行しています。同条例に基づき、平成30年度も市内の事業者に対して、下記の支援メニューについて公募
しています。対象要件や募集期間などの詳細については、下記ホームページに掲載しています。

ジョブシャドウイングとは・・・
子どもが、働く大人を影のように観察し、
仕事内容や取り組む姿勢を学びます。

午前９時３０分～午前１１時３０分の約２時間。
大人１人に子ども１人がつき、
働くことを学びます。

学校教育課 学校支援係 キャリア教育担当(山城・与那覇)問

☎ ５3-1212（内線３７９）

商工観光局 商工班問 ☎ 53-7530

ジョブシャドウイング
  ８日（金）
１5日（金）
20日（水）
２2日（金）
26日（火）
28日（木）
24日（火）
26日（水）
28日（金）
  4日（木）
12日（金）
25日（木）
30日（水）

久 辺 小 学 校
稲 田 小 学 校
安 和 小 学 校
真 喜 屋 小 学 校
大 宮 小 学 校
屋 部 小 学 校
大 北 小 学 校
名 護 小 学 校
瀬 喜 田 小 学 校
緑 風 学 園（ 小 ）
羽 地 小 学 校
東 江 小 学 校
屋我地ひるぎ学園（小）

6月

7月

10月

9月

1月

職 場 体 験
30日(木)～31日(金)
1１日(火)～１3日(木)
1１日(火)～１3日(木)
30日(火)
19日(月)～２2日(木)
２0日(火)～２2日(木)
２7日(火)～29日(木)
２8日(水)～30日(金)
　4日(火)～　6日(木)

10月

9月

8月 緑 風 学 園（ 中 ）
屋我地ひるぎ学園（中）
東 江 中 学 校
久辺中学校（福祉体験）
羽 地 中 学 校
大 宮 中 学 校
名 護 中 学 校
屋 部 中 学 校
久 辺 中 学 校

11月

12月

http://www.city.nago.okinawa.jp/9/8462.html

③若年者継続雇用奨励金

市内の事業者が若年者
（45歳未満）をトライア
ル雇用（厚労省事業）
後に６カ月以上常用雇
用した場合の奨励金

①地域資源活用
支援事業補助金

市内の地域資源を活用
した商品開発や販路
開拓を行う際の費用を
一部助成

②新規創業雇用
支援事業補助金

市内で新規創業し、市
内在住者を雇用した事
業者に対し、対象雇用
者の賃金の一部を助成

④店舗等改装
支援事業補助金

市内において新規に
創業する者および既存
で営業している事業者が
店舗改装工事を行う際の
改装費用の一部を助成

⑤販路拡大出展
支援事業補助金

県内外で開催される特
産展など販促イベント
へ出展する際の出展費
の一部を助成

ジョブシャドウイング 職場体験
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　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。

090-5023-1892(岸本)☎名護市文化協会歌謡部会問

◉
夏
休
み
親
子
特
別
講
座（
無
料
）

オ
リ
オ
ン
わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス

ツ
ア
ー（
親
子
発
酵
体
験
学
習
）

◇
日
時　
７
月
22
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜
正
午　

◇
場
所　
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
工
場

　

事
務
管
理
棟 

３
階
ホ
ー
ル

◇
対
象　
名
護
市
内
の
小
学
４
年
生

　

以
上
の
親
子

◇
定
員　
50
組　
　

中
央
公
民
館
講
座

◉
名
護
・や
ん
ば
る
の
戦
争
展

　

戦
後
73
年
。明
治
以
降
、日
本
は

何
度
か
の
戦
争
を
体
験
し
、そ
の
た

び
に
色
々
な〝
戦
後
〞を
体
験
し
て

き
ま
し
た
。今
回
は
、沖
縄
が
太
平

洋
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
ま
で
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◇
日
時　
6
月
15
日（
金
）〜
7
月
15

　

日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
毎
週
月
曜
日
休
館（
火
曜
日
は

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
館
）

　

6
月
23
日（
土
）慰
霊
の
日
も
開

　

館
し
ま
す
。

◇
場
所　
名
護
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
主
催　
名
護
博
物
館
・

　

名
護
市
教
育
委
員
会 

文
化
課

博
物
館
だ
よ
り

ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
※
入
場
無
料

　

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
、名
護

博
物
館
恒
例
の
ぶ
り
で
ぃ
子
ど
も

博
物
館
。地
域
の
文
化
や
自
然
、身
の

ま
わ
り
の
普
段
は
気
付
か
な
い
こ
と

を
体
験
す
る
講
座
で
す
。

◇
期
間　

主
に
夏
休
み
の
期
間

　
（
5
回
程
度
）

◇
対
象　

名
護
市
内
小
学
5
年
生

◇
定
員　

30
人

◇
募
集
期
間　

6
月
19
日（
火
）

　
〜
7
月
3
日（
火
）

◇
料
金　

千
円（
保
険
料
な
ど
）

※
6
月
中
に
名
護
市
内
の
対
象

　

者
に
学
校
を
通
し
て
申
し
込

　

み
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。講

　

座
内
容
を
ご
確
認
の
上
、お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
平
成
30
年
度 

ぶ
り
で
ぃ
子
ど
も

博
物
館
」メ
ン
バ
ー
募
集
! !

53-1342☎名護博物館問

53-6167☎名護市文化協会　問

　
「
ゴ
ー
ヤ
ー
の
日
」の
5
月
8
日
、

県
内
各
地
で
ゴ
ー
ヤ
ー
の
特
売
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
中
、名
護

市
で
は
中
山
区
ゴ
ー
ヤ
ー
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
1
本
58
円
の
ゴ
ー
ヤ
ー

が
5
本
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
、瞬
く

間
に
完
売
し
た
。ま
た
、毎
年
恒
例
の

ゴ
ー
ヤ
ー
そ
ば
定
食
が
2
0
0
食

限
定
で
提
供
さ
れ
、来
場
者
は
舌
鼓

を
打
っ
た
。

　

安
和
区
か
ら
訪
れ
た
幸
地
洋
子

さ
ん
は「
ゴ
ー
ヤ
ー
そ
ば
を
食
べ
る

の
は
も
う
5
回
目
く
ら
い
。家
族

み
ん
な
大
好
き
で
、麺
の
甘
み
と

ゴ
ー
ヤ
ー
の
苦

味
が
絶
妙
に

合
っ
て
い
る
。

と
て
も
お
い
し

い
」と
笑
顔
で

話
し
た
。

大
盛
況
の
ゴ
ー
ヤ
ー
ま
つ
り

ゴーヤーを買い求める来場者で行列ができた
ゴーヤーが練り込まれた
麺を使ったそば定食

　

歌
謡
部
会
の
約
30
人
が
、日

頃
鍛
え
た
自
慢
の
喉
を
披
露

し
ま
す
。

◇
日
時　

6
月
28
日（
木
）

　

午
後
6
時 

開
演

◇
場
所　
名
護
市
民
会
館

　
中
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料　

出
演
者
、文
化

　

協
会
事
務
局（
名
護
中
央
公

　

民
館
）に
て
招
待
券
を
配
布

　
し
て
い
ま
す
。

名
護
市
文
化
協
会

歌
謡
部
会 

第
11
回 

発
表
会

◇
日
時　

6
月
30
日（
土
）

　

午
後
2
時 

開
演（
名
護
市
民
会
館

　

前
を
正
午
に
出
発
）

◇
場
所　
国
立
劇
場
お
き
な
わ

◇
演
目　
「
銘
苅
子（
め
か
る
し
ー
）」

　
（
解
説
・
字
幕
付
き
）

◇
費
用　

会
員
１
６
０
０
円
・

　
一
般
１
９
０
０
円（
送
迎
込
み
）

◇
定
員　

25
人（
定
員
に
達
し

　

次
第
締
め
切
り
）

◇
申
込
期
限　

6
月
15
日（
金
）

　

参
加
費
を
添
え
て
申
込
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
込
書

　
は
文
化
協
会（
中
央
公
民
館
）

　
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

オ
ト
ナ
の
社
会
見
学
⑫

社
会
人
の
た
め
の
組
踊
鑑
賞
教
室

◇
締
切　
７
月
６
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

に
て
決
定
し
ま
す
。　

【
申
込
】　

電
話
で
の
申
し
込
み

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。各
学

校
か
ら
対
象
児
童
に
配
布
す
る

文
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
時
保
育
有
り（
０
歳
〜　

　

未
就
学
児
に
限
る
）

※
雨
天
決
行（
台
風
中
止
）

53-5428(内線243)☎名護中央公民館問
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◉
う
ち
な
ー
芝
居
上
映
会

　
『
姫
君
と
へ
ー
ベ
ー
』（
６５
分
）

　

6
月
13
日（
水
） 

午
後
２
時
30
分
〜

◉
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

　
『
雨
に
唄
え
ば
』（
1
0
3
分
）　

　

6
月
10
日（
日
） 

午
後
２
時
30
分
〜

だ
よ
り

　

名
護
市
で
は
、毎
月
第
３
日
曜
日
を

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
の
日
』と
し
、読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。家
族
で
図

書
館
に
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
今
月
の
特
集

　

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
は
、テ
ー
マ
に
合
わ

せ
た
本
を
集
め
て
い
ま
す
。新
た
な
本

と
の
出
会
い
が
あ
る
か
も
！

一
般
・
郷
土
…
花
卉
園
芸
、ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
、男
女
共
同
参
画
週
間
、サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、戦
争
と
平
和

児
童
…
む
し
歯
、父
の
日
、戦
争
と
平
和

～名護・やんばるの自然と文化～

vol.
157

名
護
市
文
化
財
保
存
調
査
委
員　

川
満 

彰

　

今
年
の
3
月
、『
名
護
市
史
本
編
・
３

名
護
・
や
ん
ば
る
の
沖
縄
戦
資
料
編
２

―
沖
縄
戦
時
下
に
お
け
る
疎
開
お
よ
び

関
係
資
料
―
』を
刊
行
し
た
。そ
の
中

か
ら
今
帰
仁
国
民
学
校
69
人
、天
底

国
民
学
校
60
人
の
学
童
を
引
率
し
た

島
袋
善
恒
氏
が
記
し
た「
備
忘
録
」を

紹
介
し
よ
う
。

　
「
備
忘
録
」は
、1
9
4
5（
昭
和
20
）

年
2
月
〜
1
9
4
6（
昭
和
21
）年
8
月

ま
で
の
日
々
の
暮
ら
し
を
記
し
た
引
率

日
誌
で
あ
る
。島
袋
善
恒
氏
は
当
時
32

歳
。学
童
を
引
率
す
る
た
め
、妻
ハ
ル
と

子
ど
も
3
人
と
一
緒
に
宮
崎
県
真
幸

村
に
疎
開
し
た
。そ
の
時
、宮
崎
県
は

「
三
十
数
年
ぶ
り
の
雪
」だ
っ
た
と
い

う
。島
袋
氏
は
学
童
ら
に
も
奔
走
さ
せ

な
が
ら
必
死
で
薪
を
確
保
し
て
い
た
。

当
時
、薪
は
日
本
軍
へ
の
供
出
が
主
で
、

住
民
は
そ
の
後
に
配
給
さ
れ
る
仕
組
み

だ
っ
た
。島
袋
氏
は
疎
開
地
だ
け
で
は

賄
う
こ
と
が
で
き
ず
各
地
に
出
か
け
た
。

ま
た
、島
袋
氏
自
身
が
病
気
に
か
か
り
、

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
床
に
ふ
せ
た
り
、

学
童
の
症
状
が
著
し
く
重
く
な
り
、看

病
す
る
様
子
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
沖
縄
戦
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
3
月

27
日
付
け
の
新
聞
報
道
で
知
り
、沖
縄

の
戦
況
悪
化
と
、自
身
の
体
調
不
良
な

ど
か
ら「
随
分
こ
ん
な
生
活
が
厭
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」と
記
述
す
る
。

　

終
戦
を
迎
え
る
8
月
15
日
に
は「
今

日
12
時
に
一
億
国
民
に
対
す
る
報
道

が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
子
供
達
全
員
守
衛
の
ラ
ジ
オ

の
前
に
集
合
」「
何
と
何
と
！
日
本
の

降
伏
で
は
な
い
か
」「
瞬
間
悲
憤
と
も

何
と
も
つ
か
な
い
涙
が
流
れ
て
と
ど
め

よ
う
が
な
い
」と
、そ
の
時
の
気
持
ち
を

記
し
て
い
た
。　

　

学
童
た
ち
が
、や
っ
と
宮
崎
か
ら
沖

縄
へ
帰
郷
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

1
9
4
6
年
11
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

戦
時
中
の
資
料
が
当
時
の
状
況
下
に

お
い
て
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
稀
で
、

戦
争
の
記
録
も
文
化
財
と
し
て
後
世

に
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

戦
後
、島
袋
恒
善
氏
は
名
護
市
域
で

北
部
農
林
高
等
学
校
校
長（
1
9
5
1
年
）

瀬
喜
田
中
学
校
校
長（
1
9
5
3
年
）

源
河
中
学
校
校
長（
1
9
5
7
年
）

羽
地
中
学
校
校
長（
1
9
7
2
年
）

を
歴
任
し
て
い
る
。名
護
市
民
の
な
か

に
は
、島
袋
善
恒
氏
を
知
っ
て
い
る

人
々
も
多
い
の
で
は
。

５３-7246☎名護市立中央図書館問

『備忘録』
－今帰仁国民学校

集団疎開学童引率記録－

島袋善恒氏が遺した「備忘録」　

53-3012☎
名護市教育委員会 文化課 文化財係問

【
図
書
館
に
お
い
で
よ
！
】

か
　
き

『
か
わ
い
い
お
と
う
さ
ん
』

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
／
文

さ
さ
め
や
ゆ
き
／
絵　

こ
ぐ
ま
社

　

お
と
う
さ
ん
大
好
き
！
あ
ふ

れ
る
思
い
が
い
っ
ぱ
い
の
絵
本

で
す
。

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

◉
お
は
な
し
会（
毎
週
土
曜
日
）

　

午
前
11
時
〜

◉
あ
か
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　
（
第
１
水
曜
日
）

　

午
前
11
時
〜（
2
歳
ま
で
）

◉
図
書
館
上
映
会

　
『
あ
の
日
、僕
ら
は
戦
場
で
』（
72
分
）

　

6
月
24
日（
日
） 

午
後
２
時
30
分
〜

◉
英
語
の
多
読
講
座（
第
3
日
曜
日
）　

　
午
後
１
時
〜（
要
予
約
）

※「
英
語
の
お
は
な
し
会
」の
時
間

　

変
更
の
お
知
ら
せ

　
　

英
語
の
お
は
な
し
会
の
開
始

　

時
間
が
変
わ
り
ま
す
。ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

　
変
更
後　
午
後
５
時
30
分
〜

慰
霊
の
日
特
別
お
は
な
し
会　

◇
日
時　
６
月
23
日（
土
）

　

午
前
11
時
〜

◇
場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

ＮＥＷ!
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～琉球ガラス界の風雲児 昔ながらの製法と独自のデザイン力で虜にする
　　　　　　　　　 『琉球ガラス工房 glass32』の魅力をご紹介します～　

キラリ輝くキラリ輝く 市内の中小企業・小規模事業者の取り
組みを紹介するコーナーです。今月は、
「琉球ガラス工房 glass32」を紹介
します。

Vol.
37

若い人にも伝統工芸品へ興味をもってもらいたい
　若い人に、琉球ガラスや伝統工芸品に興味をもってもらい、地元で胸を張れる仕事だと
思えるように情報発信していきたいです。そして、工芸品を日々の生活に溶け込ませて
使っていただけたら幸いです。

Q

　約20年前に偶然琉球ガラスに出会ってから、日々制作に没頭しています。ユニークな
琉球ガラスを作るため、故郷の名護に帰ってきて、自家製の窯を作りました。廃瓶を再生
させる昔ながらの製法にこだわり、やんばるの酒造メーカーから不要となった瓶を譲り
受けて制作しています。手間と高い技術が必要ですが、作品を手に取ったお客さまが
喜んでいるのを見ると、高温のガラスよりも熱い創作意欲が湧いてきます。
　黒に近い濃い青のガラスは、通称「具志堅ブラック」として、認知されてきました。琉球
ガラスや工芸品をもっと地元の皆さんに活用してもらいたいです。

新しい命を思いと共にガラスに吹き込む

琉球ガラス工房 glass32
具志堅 充代 表

工芸品製造業主な事業

52-7899電 話

https://www.instagram.com/glass32.okinawa/i n s t a g r am

名護市宮里7-19-29住 所

農業生産法人(有)我那覇畜産問

55-8822電 話

ナ
グ
リ

月刊
　

今
回
は
、昭
和
47
年
か
ら
畜
産
業
を

営
む
我
那
覇
畜
産
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
我
那
覇

畜
産
の
我
那
覇
崇
代
表
取
締
役
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

養
豚
場
は
大
川
区
に
あ
る「
豚
我
小
谷

ア
グ
ー
村
」の
中
。こ
こ
の
ア
グ
ー
ラ
ン

ウ
ェ
イ
で
は
、ア
グ
ー
豚
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。我
那
覇
さ
ん
は「
ア

グ
ー
豚
は
名
護
博
物
館
と
北
部
農
林
高

校
が
戻
し
交
配
で
復
活
し
た
。私
た
ち
は

〝
沖
縄
の
ア
グ
ー
を
世
界
の
あ
ぐ
ー
へ
〞

と
、世
界
中
で
沖
縄
の
豚
が
愛
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」と
語
り
ま
す
。

　

我
那
覇
畜
産
で
は
、約
1
万
4
千
頭

の
豚
を
飼
育
し
て
お
り
、そ
の
内
約
3
千
頭

が
ア
グ
ー
で
す
。1
0
0
%
純
粋
ア
グ
ー

の〝
島
黒
〞な
ど
、生
産
性
と
希
少
性
で

３
段
階
に
分
け
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
需
要
も
含
め
、県
内
で
消
費

「
稼
げ
る
」「
カ
ッ
コ
い
い
」「
感
動
が
あ
る
」

新３K

農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

農
業
生
産
法
人

有
限
会
社 

我
那
覇
畜
産

我
那
覇 

崇 

代
表
取
締
役

量
が
多
い
豚
肉
。我
那
覇
さ
ん
は「
エ
サ

に
は
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
酵
母
を
使
い
、

添
加
物
を
抑
え
た
も
の
に
し
て
い
る
。県

外
の
大
手
飲
食
店
の
社
長
か
ら
こ
こ
の

豚
肉
は
お
い
し
い
と
言
わ
れ
、県
外
の
コ

ン
ビ
ニ
で
の
商
品
化
も
増
え
て
き
て
い
る
。

養
豚
を
通
し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」と
語
り
ま
す
。

　
「
今
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
需
要

増
を
予
想
し
、ア
グ
ー
の
増
産
も
視
野
に

い
れ
て
い
る
」と
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

我那覇 崇 代表取締役

濃厚な青色に光が差し込むグラスと
自然色で透明なグラスがキラリ輝い
ています。

ここがキラリ！

（左）代表者 具志堅 充 氏
（中央）具志堅 佳子 氏　（右）与那城 紗友理 氏

し
ま
く
る
ー

と
ん 

が 
 

お  

ご
く
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ブラジル ロンドリーナ市姉妹都市締結２０周年記念、沖縄県人ブラジル・アルゼンチン移住110周年記念式典

南米視察市民訪問団参加者募集についてのお知らせ

53-1212（内線247）☎秘書渉外課 秘書交流係問

５３-５４３１☎文化スポーツ振興課問

５５-８１０１☎ ５５-８８６５FAX久志支部体育協会（久志支所内）問

月　日
8月 １日（水）
8月 2日（木）
8月 3日（金）
8月 4日（土）
8月 5日（日）
8月 6日（月）

沖縄

沖縄到着

移　　動

移　　動

移　　動

移　　動

出発

名護市郷友会交流会
姉妹都市締結 20周年記念式典

8月 9日（木）
8月10日（金）
8月11日（土）

8月13日（月）
8月14日（火）
8月15日（水）

ブラジル カンポグランデ

市内視察
各市町村歓迎懇談会

アルゼンチン
ブエノスアイレス

ブラジル ロンドリーナ
県人会主催 移民110周年記念式典

市内視察
県人会主催移民110周年記念式典
アサド（アルゼンチンバーベキュー）交流会

移民110周年記念 慰霊祭・豊年祭
県人会主催
移民110周年記念式典・郷友会交流会

ブラジル サンパウロ

8月 8日（水）

8月 7日（火）

8月12日（日） ボリビア

場　所 内　容

第54回 久志駅伝大会 第52回 久志20㎞ロードレース大会
オリンピック東京大会聖火宿泊記念オリンピック東京大会聖火宿泊記念第18回第18回

　平成３０年は、ブラジル ロンドリーナ市と姉妹都市を
締結して２０周年、そして沖縄県人ブラジル・アル
ゼンチン移住110周年の輝かしい節目の年を迎え、
８月に記念式典が開催されます。
　名護市では、式典の参加ならびに現地で暮らす市・
県出身の皆さまとの交流親善を目的に訪問団参加者を
募集します。

旅 費 125万8千円
※名護市に住所を有する方に10万円の助成金を支給

６月20日（水）申込締め切り

※後日、申し込み者を対象に事前説明会開催を予定
　しています。その際、注意事項などをお伝えします。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
再
び
名

護
市
へ
誘
致
し
よ
う
。1
9
6
4
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
が
名

護
市
嘉
陽
区
に
宿
泊
し
ま
し
た
。当

時
の
貴
重
な
写
真
や
関
連
グ
ッ
ズ
を

展
示
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

①
６
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）

場
所　
名
護
市
本
庁
舎

　
　
　
１
階 

ロ
ビ
ー

②
６
月
25
日（
月
）〜
７
月
１
日（
日
）

場
所　
名
護
市
営
市
場

　
　
　
２
階 
空
き
店
舗

聖
火
を
再
び
名
護
市
へ

展
示
会

●

● ●

9 2
【ＳＵＮ】

【中学の部】 午前10時
【一般の部】 午前10時30分
久志公民館前～聖火宿泊記念碑前（嘉陽）

出 発

走 路

午後2時
聖火宿泊記念碑前（嘉陽）～二見地内折り返し
  2千円
　 ①インターネット申し込み（スポーツエントリー）
　 ②直接窓口で申し込み（久志支所にて）
　 ③郵便振替で申し込み（※払込用紙を郵送します）
　 6月1日（金）～7月31日（火） 午後5時まで

出 発

走 路
参加料

申込方法

申込期間

第54回 久志駅伝大会

第52回 久志20㎞ロードレース大会

２０㎞の往復コースに挑むランナー
久志公民館前を駆け抜ける
中学生ランナー
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『自然と人Ⅰ 名護やんばるの自然誌』を読んで活用しよう

電波利用環境保護周知啓発強化期間
6月1日～6月10日

STOP THE  不法電波！

不法電波はいけません！不法電波はいけません！ 電波のルールって？
①無線機の利用には「技適マーク」　　の確認を！
②電波の利用には、原則、免許が必要！
③外国規格の無線機器は、国内では使用不可！

『
自
然
と
人
Ⅰ 

名
護
や
ん
ば
る
の
自
然
誌
』

第３章～６章では海、
川、山の生物がカラー
写真などで紹介され
ています。また、動
植物の目録も掲載
されています。

各節に引用文献を掲
載。興味のある資料
を探してみてはいか
がでしょう。

「まえがき」では
自然との向き合い
として自然誌と関連
した学習について
紹介しています。

名護にいる生物が
紹介されています。

研究成果を
もとにした資料が
満載です。

　
『
名
護
市
史
本
編
・
１ 

自
然
と
人
』

は
、1
9
7
7（
昭
和
52
）年
に
名
護

市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足
し
た
後
、

１
９
７
９
年
当
初
の
刊
行
計
画
の
中
で

編
さ
ん
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。以
降
、諸
事
情
に
よ
り
編

さ
ん
刊
行
が
遅
れ
て
い
た
中
、２
０
１

０（
平
成
22
）年「
名
護
市
史
刊
行
基

本
計
画
・
見
直
し
」に
よ
り「
名
護
市

史
刊
行
計
画（
案
）」が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、２
０
１
１（
平
成
23
）年
度

よ
り「
自
然
と
人
」編
専
門
部
会
を
開

催
し
、新
た
に
本
書
の
構
成
や
執
筆
者

の
選
定
な
ど
の
議
論
を
経
て
、「
自
然

と
人
」編
を
２
部
構
成
と
し
て
分
冊

刊
行
す
る
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
部
構
成
の
一
つ
は『
名
護
市
史

本
編
・１ 

自
然
と
人
Ⅰ 

名
護
や
ん
ば
る

の
自
然
誌
』で
、も
う
一
つ
は『
名
護

自然と人Ⅰ Ｂ５版 575頁 3,000円（税込）

よ

市
史
だ

り

問
名
護
市
教
育
委
員
会 

文
化
課 
市
史
編
さ
ん
係（
旧
崎
山
図
書
館
）

5
3
‐
5
4
0
2

☎

市
史
本
編
・
１ 

自
然
と
人
Ⅱ 

名
護
や

ん
ば
る
の
環
境
生
活
誌
』で
す
。

　

今
回
は
、平
成
29
年
度
に
刊
行
さ
れ

た『
名
護
市
史
本
編
・
１ 

自
然
と
人
Ⅰ

名
護
や
ん
ば
る
の
自
然
誌
』に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、ま
え
が
き
で
は
自
然
の
見

方
と
自
然
と
の
向
き
合
い
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
す
。次
に
、自
然
を
構

成
す
る
諸
要
素
と
し
て
、第
１
章
で

気
候
と
気
象
、第
２
章
で
地
質
・
地

形
・
土
壌
、そ
し
て
第
３
章
か
ら
第
６

章
で
動
植
物
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま

す
。名
護
市
の
自
然
の
全
体
像
を
と
ら

え
、現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
編
さ
ん
刊
行
に
あ
た
っ
て

は
、各
専
門
分
野
の
関
係
者
に
よ
る

調
査
や
執
筆
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
も
と
に
し
た

図
表
や
観
察
調
査
に
よ
る
写
真
が

掲
載
さ
れ
、詳
細
を
知
る
た
め
の
引
用

文
献
や
動
植
物
の
目
録
な
ど
も
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。あ
ら
た
め
て
私
た
ち

の
身
近
な
自
然
環
境
や
動
植
物
に

つ
い
て
学
び
、考
え
、正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、刊
行
予
定
の「
自
然
と
人
Ⅱ
」

で
は
、今
回
の「
自
然
と
人
Ⅰ
」の
内
容

を
踏
ま
え
、自
然
と
人
の
関
わ
り
を

テ
ー
マ
と
し
た
環
境
生
活
誌
と
し
て

取
り
上
げ
、編
さ
ん
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

「電波のルール」を守りましょう！

総務省沖縄総合通信事務所 監視調査課 TEL 098（865）2308
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まちの話題

　

４
月
２９
日
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」が

名
護
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、予
選
を
通

過
し
た
20
組
の
参
加
者
が
ヒ
ッ
ト
曲
や

演
歌
、沖
縄
の
民
謡
な
ど
自
慢
の
歌
声

を
披
露
し
た
。

　

テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
た
本
選
で
は
、北
部

農
林
高
校
の
生
徒
５
人
ら
出
場
者
が

会
場
を
沸
か
せ
、観
覧
席
か
ら
は
拍
手
や

指
笛
が
鳴
り
響
い
た
。

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
加
藤
も
な

さ
ん（
恩
納
村
立
安
富
祖
中
学
校
1
年
）

は
小
学
6
年
生
ま
で
名
護
市
児
童
劇

団
に
所
属
し
て
い
た
。加
藤
さ
ん
は
、

「
会
場
の
後
ろ
ま
で
声
が
届
く
よ
う
に

大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
を
意
識
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
と
て
も
う
れ

し
い
。応
援
し
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し

た
い
」と
笑
顔
を
み
せ
た
。

自
慢
の
歌
声
、

集
え
の
ど
自
慢

会場を沸かせた北農高校の皆さん
チャンピオンになった
加藤さん

　

5
月
3
日
、
21
世
紀
の
森
公
園
で

第
14
回 

ま
ん
ま
る
市（
主
催
：
同
実
行

委
員
）が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
で
最
終
回
と
な
っ
た
同
イ
ベ
ン

ト
に
は
雑
貨
販
売
や
飲
食
店
な
ど
約

1
2
0
店
の
ブ
ー
ス
が
連
な
り
、来
場

者
は
買
い
物
や
舞
台
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。

　

う
る
ま
市
か
ら
訪
れ
た
知
念
貞
治

さ
ん
は「
ま
ん
ま
る
市
は
家
族
で
何
度

か
来
て
い
る
。た
く
さ
ん
の
雑
貨
店
や

飲
食
店
が
あ
り
マ
ル
チ
に
楽
し
め
て
良

い
」と
楽
し
ん
だ
。

　

主
催
し
た
樋
口
優
子
さ
ん
は「
ま
ん

ま
る
市
は
今
回
が
区
切
り
に
な
る
。

初
め
は
大
変
な
こ
と
が
多
か
っ
た
。続

け
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
、回
を
重
ね
る
こ
と
が

人
と
つ
な
が
る
ま
ん
ま
る
市 

涙
の
ひ
と
区
切
り

地
元
の
魅
力
を
再
認
識

ひ
る
ぎ
学
園
が

塩
づ
く
り
体
験

　

４
月
２７
日
、屋
我
地
ひ
る
ぎ
学
園
の

７
年
生
１６
人
が
総
合
学
習
の
時
間
を

利
用
し
、屋
我
地
我
部
区
の
塩
田
で

昔
な
が
ら
の
塩
づ
く
り
の
手
法「
入
浜

式
製
塩
法
」を
体
験
し
た
。

　

入
浜
式
製
塩
法
は
、潮
の
干
潮
を

利
用
し
て
海
水
を
塩
田
に
引
き
入
れ
、

太
陽
光
と
潮
風
で
海
水
の
水
分
を
蒸

発
さ
せ
、カ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
粘
土
質

の
砂
地
に
塩
の
成
分
だ
け
を
付
着
さ
せ

取
り
出
す
県
内
唯
一
の
製
塩
法
。

　

初
め
て
の
体
験
に
松
本
世
凪
君
は

「
塩
が
出
来
る
ま
で
に
、た
く
さ
ん
の

工
程
が
あ
り
、力
を
使
う
こ
と
も
多

く
て
大
変
だ
っ
た
。ま
た
、塩
が
で
き
て

も
、３
カ
月
く
ら
い
寝
か
せ
て
よ
う
や

く
普
段
使
う
塩
に
な
る
と
知
っ
て
驚
い

た
」と
笑
顔
を
み
せ
た
。

製塩体験をする子どもたち

チョンダラーがスタンプとお菓子を配布した

せ
　 

な

手作りの看板が来場者を出迎えた

多くの来場者で会場がにぎわった

で
き
た
。多
く
の
人
に
認
識
さ
れ
、つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
開
催
し
た
い
」と
今
ま

で
の
思
い
を
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。
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交流を楽しんだ参加者

　

4
月
24
日
、旧
天
仁
屋
小
学
校
運
動

場
で
天
仁
屋
区
、底
仁
屋
区
、嘉
陽
区
、

安
部
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
し
た
。交
流
会
は
名

護
学
院
が
行
っ
て
い
る
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、同
小
学
校
跡
地
利
用
促
進
を

一
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

　

豊
里
司
底
仁
屋
区
長
は「
名
護
学
院

と
協
力
し
て
今
回
の
交
流
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
し
た
具
志
堅
澄
子
さ
ん（
89
）

は「
週
に
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

や
っ
て
い
る
。今
回
の
よ
う
な
交
流
会

を
ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら
や
る
の
は

楽
し
い
」と
喜
ん
だ
様
子
だ
っ
た
。

4
地
区
合
同

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

名
護
市
の
魅
力
を
再
発
見

ハ
ッ
ピ
ー
な
ご
ま
ち

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

　

4
月
22
日
、名
護
市
内
を
舞
台
に

ハ
ッ
ピ
ー
な
ご
ま
ち
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

2
0
1
8（
主
催
：
公
益
財
団
法
人

名
護
市
観
光
協
会
青
年
部
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

が
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
62
チ
ー
ム

1
8
8
人
が
参
加
し
た
。同
イ
ベ
ン
ト
は
、

市
内
56
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
チ
ェッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
参
加
者
が
写
真
撮
影

し
、訪
れ
た
場
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る

獲
得
点
数
の
合
計
を
競
う
も
の
。

　

一
般
の
部
で
は
夫
婦
で
参
加
し
た

座
安
晃
さ
ん
と
美
佐
子
さ
ん
が
４
大

会
連
続
の
優
勝
と
な
っ
た
。走
っ
て

点
数
を
稼
い
だ
美
佐
子
さ
ん
は「
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
出
て
、持
久
力
に
は

自
信
が
あ
る
」と
話
し
、晃
さ
ん
は

「
た
だ
走
る
だ
け
で
は
な
く
、色
々
な

と
こ
ろ
を
周
る
楽
し
み
が
あ
る
。頭
も

使
う
頭
脳
戦
」と
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の

魅
力
を
語
っ
た
。

名
護
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間

　

５
月
11
日
、名
護
市
役
所
で
名
護
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
P
R
出
発
式
が

行
わ
れ
た
。

　

具
志
堅
勇
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
会
長
は「
全
国
的
に
委
員
が

減
少
し
て
い
る
。子
ど
も
や
高
齢
者
が

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
に
す
る

た
め
に
、委
員
活
動
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
よ
う
P
R
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
た
。P
R
活
動
は
一
週
間
行
わ
れ
、

各
区
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

P
R
カ
ー
ド
を
配
布
し
周
知
活
動
を

行
っ
た
。

　

昨
年
、制
度
創
設
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員

連
合
会
は
、「
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
強
化
方
策
」を
策
定
し
、

地
域
住
民
へ
の
積
極
的
な
P
R
活
動

の
推
進
を
提
起
し
て
い
る
。

ひんぷんがじゅまるの前でキジムナーのポーズをする参加者

PR活動に意気込んだ参加者

イ
ジ
ュ
で
生
ま
れ
る

交
流
と
琉
歌

イジュの前でかぎやで風が披露された

　

県
内
各
地
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
る

上
原
仁
吉
さ
ん（
内
原
区
）の
自
宅
の

イ
ジ
ュ
が
満
開
を
迎
え
、5
月
11
日
、

イ
ジ
ュ
祭
り
が
行
わ
れ
た
。同
祭
り

は
24
年
前
に
始
ま
り
、今
回
で
22
回
目

の
開
催
。参
加
者
は
、舞
踊
を
披
露
し
、

思
い
思
い
に
琉
歌
や
短
歌
を
読
み
上

げ
る
こ
と
が
恒
例
。琉
歌
伊
集
の
会

の
玉
里
信
雄
会
長
は「
こ
の
イ
ジ
ュ
を

見
て
一
人
で
も
多
く
の
人
が
琉
歌
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　

主
催
し
た
上
原
さ
ん
は「
ク
ロ
キ

に
種
が
飛
ん
で
き
て
生
え
た
イ
ジ
ュ
。

今
で
は
、自
宅
内
の
道
も
覆
う
ほ
ど

に
成
長
し
て
い
る
。誰
か
が
即
興
で

琉
歌
を
詠
み
は
じ
め
て
恒
例
と
な
っ

た
。祭
り
で
い
ろ
ん
な
人
と
繋
が
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
語
っ
た
。
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あたり

M a c h i  n o  W a d a i

今月のフォト

ネオパークオキナワ

手作り鯉のぼり掲揚
あい保育園の園児が
手作り鯉のぼりを見に訪れた。

5/1 火

陸上自衛隊那覇駐屯地

名護市消防団２２人が自衛隊員指導の
もと災害対応の訓練を行った。

名護消防団の
土のう構築訓練

4/15 日

名護市豊原区、うるま市豊原が
グラウンドゴルフで交流した。

豊原区事務所

二つの豊原が
10年目の交流会

5/17 木

が
ん
ば
れ

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ市民会館で行われた出発式にて

　

4
月
25
日
、北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
応
援
団
の
出
発
式
が
名
護

市
民
会
館
駐
車
場
に
て
行
わ
れ
た
。

　

応
援
団
長
の
渡
具
知
武
豊
市
長
は

「
今
回
過
去
最
高
の
99
人
が
参
加
し
た
。

皆
さ
ま
の
応
援
が
、北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
力
と
な
る
。さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
で
き
る
」と
話
し
た
。

　

応
援
団
は
2
泊
3
日
の
日
程
で

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と

オ
リ
ッ
ク
ス
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
の

試
合
を
観
戦
し

た
。４
月
２６
日
に

は
、札
幌
ド
ー
ム

で「
沖
縄
へ
行
こ

う
名
護
ス
ペ
シ
ャ

ル
デ
ー
」と
し
て

名
護
市
の
特
産

品
販
売
な
ど
の

P
R
活
動
を

行
っ
た
。

内
原
区
創
立
７０
周
年

記
念
式
典・祝
賀
会

内原区出身者が幕開けで演奏を披露した

　

５
月
１９
日
、内
原
区
創
立
７０
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
内
原
地
区
会
館

で
行
わ
れ
た
。祝
賀
会
に
参
加
し
た

上
原
安
司
・
内
原
区
長
は
、「
内
原
区
は

旧
羽
地
村
か
ら
選
抜
さ
れ
た
27
世
帯

が
開
拓
し
た
地
域
。祖
先
に
感
謝
し
、

区
民
と
共
に
協
力
し
て
、内
原
区
の

さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。式
典
・
祝
賀
会
に
は

内
原
区
の
関
係
者
が
約
1
3
0
人
訪

れ
内
原
区
創
立
７０
周
年
を
祝
っ
た
。

2
0
1
8

「
海
の
安
全
祈
願
祭
」

ビーチクリーンアップに参加する市民

　

4
月
21
日
、21
世
紀
の
森
ビ
ー
チ

で
2
0
1
8「
海
の
安
全
祈
願
祭
」

（
主
催
：
公
益
財
団
法
人
名
護
市
観

光
協
会
青
年
部
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）が
行
わ

れ
、ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
約

1
6
0
人
の
市
民
が
参
加
し
た
。前
田

裕
子
観
光
協
会
理
事
長
は
、「
市
民

に
愛
さ
れ
る
21
世
紀
の
森
ビ
ー
チ
を

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
し
、観
光
客
の
皆
さ

ん
に
も
き
れ
い
な
海
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。参
加
し
た

新
垣
正
宗
君（
3
歳
）は
、「
き
れ
い
に

な
っ
た
海
を
見
る
の
が
う
れ
し
い
」と

話
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
ア
ッ

プ
後
、安
全

祈
願
が
執

り
行
わ
れ
、

参
加
者
が

一
年
間
の

海
の
安
全
を

祈
願
し
た
。

　

４
月
２８
日
、ア
グ
リ
パ
ー
ク
で「
春
の

遠
足
お
に
わ
市
。」（
主
催
：
お
に
わ
市
。

事
務
局
）が
開
催
さ
れ
市
内
外
か
ら

約
2
3
0
0
人
が
訪
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
主
に
中
部
で
行
わ
れ
て

い
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、今
回
で
１７
回
目

を
数
え
、名
護
で
の
開
催
は
初
め
て
。

　

主
催
し
た
張
本
文
明
さ
ん
は「
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
、人
と
人
と
が

繋
が
る
の
が
う
れ
し
い
」と
話
し
た
。

　

来
場
し
た
浅
井
美
香
さ
ん
は「
名
護

市
の
自
然
と
マ
ッ
チ
し
て
雰
囲
気
が

と
て
も
良
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

春
の
遠
足
お
に
わ
市
。会場の様子 行列ができるブースもあった
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応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
技
術
を
学
び
ま
す
。

定
員　
３０
人　

※
中
学
生
以
上
で
名
護
市
在
住
の
方

を
優
先
と
し
ま
す
。

受
講
料　
無
料

日
時　
６
月
２４
日（
日
） 

午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
5
時
３０
分

会
場　
名
護
市
消
防
本
部 

２
階
講
堂

内
容　
心
肺
蘇
生
法（
成
人
）・
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）講
習
、止
血

法
・
異
物
除
去
法
・
搬
送
法
な
ど

申
込
期
間　
６
月
１０
日（
日
）〜
２３
日（
土
）

◉
講
習
修
了
者
に
対
し
、修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

※
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。大
切
な
命
を
救
う
た

め
に
！ 生

活
・
安
全

問
名
護
市
消
防
本
部 

消
防
署　

５
2
‐２
１
２
１

☎ 上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

情
報
ぼ
っ
く
す

暮
ら
し 

い
き
い
き

問
水
道
業
務
課

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
6
3
／
3
6
4
）

☎ 名
護
市
水
道
メ
ー
タ
ー

取
り
換
え
に
つ
い
て

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」に
よ

り
８
年
以
内
で
取
り
換
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。対
象
者
の
家
に
市
が

委
託
し
た
業
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、敷

地
内
の
立
ち
入
り
な
ど
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
事
前
に
通
知
し
て
い

ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
は
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
し
て

繋
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
６
月
中

実
施
地
区　
東
江
、大
東
、港
、城

問
市
民
課 

窓
口
係（
年
金
担
当
）

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
７
４
／
１
７
５
）

☎ 国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
４
月
分
か
ら
平
成
31
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
め

ま
し
ょ
う
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、便
利
で
お
得

な
口
座
振
替
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
５
月
末
現
在
、本
市
に
お

い
て
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

が
、引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
に

は
、毎
年
６
月
に「
現
況
届
」を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

受
給
者
へ
６
月
初
旬
に
文
書
を
発

送
し
ま
す
。現
況
届
お
よ
び
必
要
書
類

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
方
法

①
郵
送　

同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

②
直
接
窓
口
へ
提
出
す
る
場
合
は
子
育

て
支
援
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　
６
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

土
日
・
祝
日
除
く

小
児
救
急
電
話
相
談

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、ま
ず
電

話
。看
護
師
や
医
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。　 

相
談
日
時
は
、毎
日
・
夜
間 

午
後
７
時
〜
午
後
11
時　

  

プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
は
、局
番
な

し
の      

♯
８
０
０
０　

   

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

や
右
記
の
番
号
が
ご
利
用
頂
け
な
い
場
合

は
…

0
9
8
‐
8
8
8
‐
5
2
3
0

☎ ☎

問
子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
1
1
0
）

☎ 児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て
　

　

名
護
市
立
の
小
中
学
校
に
児
童
生

徒
が
３
人
以
上
在
籍
し
て
い
る
保
護

問
名
護
市
教
育
委
員
会 

総
務
課 

学
校
給
食
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
２
１
／
１
３
０
）

☎ 名
護
市
立
学
校
給
食
費

補
助
金
に
つ
い
て

子
ど
も・教
育

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、延
滞

金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、納
付

義
務
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、保
険
料
が

免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
午
後
５
時

場
所　
名
護
市
役
所 

1
階 

子
育
て

支
援
課　

持
参
す
る
物

①
現
況
届　

②
印
鑑（
認
印
可
）

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類

◉
受
給
者
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、受
給
者
の

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書　
　
　
　
　

◉
平
成
30
年
１
月
１
日
に
名
護
市
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
、平
成
３０
年
１

月
１
日
時
点
で
の
住
所
地
の
市
区
町

村
長
が
発
行
す
る
所
得
課
税
証
明
書

（
※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
・
利
用
に
同

意
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
提
出
不
要

で
す
）。

◉
児
童
が
名
護
市
外
に
住
所
が
あ
る

場
合
は
、住
民
票
謄
本（
本
籍
・
筆
頭

者
・
続
柄
・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ

た
も
の
※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
ご

同
意
い
た
だ
け
な
い
場
合
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
省
略
さ
れ
た
住
民
票
謄
本
の

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
）と
別
監
申

立
書

※
そ
の
他
、必
要
に
応
じ
て
指
定
す
る

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
対
象
と
な
る
ケ
ー
ス

例）小学校・中学校に
　 兄弟が３人以上いる場合

②
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

例）小学校・中学校以外の
　 兄弟を含めて３人以上いる場合

※現在学校給食を提供している
　幼稚園についても対象外となります。

高校
など

幼稚園
など

小学校・
中学校

※順位３人目以降のお子様が
　対象となります。

高校
など

幼稚園
など

小学校・
中学校

者
を
対
象
と
し
て
、３
人
目
以
降
の
学

校
給
食
費
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
1
回 

申
請
期
間
は
終

了
し
ま
し
た
が
、年
度
途
中
も
随
時

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す（
た
だ
し
、

申
請
月
か
ら
の
補
助
に
な
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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夏
だ
！
じ
ん
べ
い
に
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど

を
つ
け
て
、わ
が
子
だ
け
の
じ
ん
べ
い

を
作
り
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
一
緒
に
寝

相
ア
ー
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
フ
ォ
ト
も

撮
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
６
月
３０
日（
土
） 

午
後
１
時
３０

分
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所　
大
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

費
用　
無
料

対
象　
妊
婦
、子
育
て
中
の
ご
家
族

※
ワ
ッ
ペ
ン
の
材
料
や
じ
ん
べ
い
は

こ
ち
ら
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
名
桜
大
学 
助
産
学
専
攻
科

0
9
0
‐
9
4
8
3
‐
0
5
7
8（
島
田
）

☎ 第
14
回 

名
桜
大
学
生
の

子
育
て
支
援「
ふ
れ
ん
ど・ま
み
ぃ
」

①
水
辺
野
外
活
動
の
た
め
の
O
F
A

（O
x
y
g
e
n
 F
irst A

id

：
酸
素

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
法
）

日
時　
6
月
17
日（
日
） 

午
後
１
時
〜

午
後
５
時
30
分

申
込
期
間　
6
月
8
日（
金
）ま
で

講
師　
遠
矢 

英
憲（
人
間
健
康
学
部
）ほ
か

対
象　
水
辺
活
動
を
実
践
し
て
い
る

一
般
の
方（
C
P
R
お
よ
び
A
E
D
の

知
識
技
術
を
取
得
済
み
の
方
）

場
所　

北
部
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

②
ハ
ブ
対
策
講
座

日
時　
6
月
21
日（
木
） 

午
後
６
時
１５

分
〜
午
後
７
時
４５
分

申
込
期
間　
6
月
１５
日（
金
）ま
で

講
師　
新
垣 

裕
冶（
国
際
学
群
）ほ
か

対
象　
中
学
生
以
上

場
所　
学
生
会
館 

３
階

※
受
講
希
望
者
が
一
定
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
、講
座
の
開
講
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
東
屋
部
川
ナ
イ
ト
・
カ
ヌ
ー
体
験

日
時　
7
月
14
日（
土
） 

午
後
６
時
〜

午
後
９
時

申
込
期
間　
7
月
6
日（
金
）ま
で

講
師　
新
垣 

裕
治（
国
際
学
群
）ほ
か

対
象　
小
学
生
以
上（
小
・
中
学
生
は

大
人
同
伴
）　

保
険
料
2
0
0
円　

場
所　
東
屋
部
川

③
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
保
護
の
現
場
視
察

日
時　
7
月
7
日（
土
） 

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時

申
込
期
間　
6
月
29
日（
金
）ま
で

講
師　
新
垣 

裕
冶（
国
際
学
群
）ほ
か

対
象　
小
学
生
以
上（
小
・
中
学
生
は

大
人
同
伴
）

場
所　
北
部
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

問
名
桜
大
学 

地
域
連
携
機
構

（
受
付
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

土
日・
祝
日
除
く
）

5
1
‐
1
5
5
5

5
4
‐
0
7
0
7

☎

FAX

名
桜
大
学
公
開
講
座

※
全
受
講
料
無
料
、事
前
申
込
制

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
６
３
）

☎ 子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

対
象
者
に
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
通

知
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。受
診
の
際

に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。医
療
機

関
で
受
診
す
る
際
は
、は
が
き
記
載
の

医
療
機
関
一
覧
か
ら
選
び
、電
話
予
約

を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
受
診
し
や
す
い
服
装（
ス

カ
ー
ト
な
ど
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
市
の
助
成
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
検
診

は
２
年
に
１
度
で
す
。昨
年
度
に
市
の

助
成
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
さ

れ
た
方
は
、今
年
度
は
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
６
３
）

☎ 乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

　

対
象
者
に
送
付
さ
れ
る
は
が
き
記

載
の
医
療
機
関
一
覧
か
ら
選
び
、電
話

予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ク・フ
ィッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

5
2
‐
7
7
3
9

☎ 仲
間
と
楽
し
く
健
康
づ
く
り
！

平
成
３０
年
度

第
2
期 

ス
ポ
ー
ク
講
座
開
催

期
間　
７
月
〜
９
月（
全
10
回
）

　

個
性
豊
か
な
講
師
の
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
な
が
ら
、み
ん
な
と
楽
し
く
運
動
！

ダ
イ
エ
ッ
ト
、健
康
・
体
型
維
持
や
運
動

不
足・ス
ト
レ
ス
解
消
に
。

　
ヨ
ー
ガ
、ダ
ン
ス
、Z
U
M
B
A
、ス
ロ

ト
レ
ダ
イ
エ
ッ
ト
、体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、多
彩
な
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。支
給
の
決
定
に
つ

い
て
は
、提
出
書
類
な
ど
の
審
査
に
基

づ
き
行
わ
れ
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象　

２０
歳
以
上
で
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

障
が
い
者

問
社
会
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
２
４
）

☎ 特
別
障
害
者
手
当・

障
害
児
福
祉
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

際
、国
民
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る

場
合
と
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

適
用
さ
れ
な
い
傷
病
や
請
求
な
ど
に

不
備
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、調
査
を

行
い
、世
帯
主
や
施
術
所
へ
返
還
請

求
を
行
う
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
の
適
正
化
の
た
め
に
、施
術

を
受
け
る
際
に
は
施
術
所
に
対
し
、負

傷
原
因
や
症
状
を
伝
え
、保
険
適
用
で

あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
柔
道
整
復
師
の
施
術
の
か
か
り
方

に
つ
い
て
は
名
護
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

問
国
民
健
康
保
険
課 

給
付
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
5
6
）

☎ 国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
る
際
の
注
意
点

福
祉
・
健
康

検診日

検診会場

受付時間

対象地域

北部地区医師会病院
健康管理センター

６月１7日（日）

午前9時～
午前10時30分

宮里

発送時期 対象地域

港、城、大中、喜瀬、
幸喜、屋我、我部、
済井出、饒平名、
運天原、辺野古、
豊原、久志

大西、大南、大東、
東江、数久田、為又

5月に
送付済み

6月末頃

催
し
物・講
座

shim
ada@

m
eio-u.ac.jp

支
給
月
額　
２
万
６
９
４
０
円

支
給
制
限（
左
記
の
方
は
対
象
外
）

◉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

◉
病
院
、療
養
所
に
継
続
し
て
３
カ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方

◉
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象　
２０
歳
未
満
で
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
児

支
給
月
額　
１
万
４
６
５
０
円

支
給
制
限（
左
記
の
方
は
対
象
外
）

◉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

◉
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

◉
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方

平
成
30
年
度 

子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診

日
程
表（
６
月
分
）

乳
が
ん
検
診
対
象
地
域

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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問
名
護
市
国
際
交
流
協
会

F
a
c
e
b
o
o
k
し
て
い
ま
す

5
1
‐
0
1
2
3

☎ N
I
A
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
講
座

問
名
護
市
長
杯
争
奪
全
島
ハ
ー
リ
ー
大
会

事
務
局（
名
護
市
観
光
協
会
内
）

5
3
‐
7
7
5
5

☎ 第
４０
回 

名
護
市
長
杯
争
奪

全
島
ハ
ー
リ
ー
大
会

問
カ
エ
ル
ぴ
あ
な
は　

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

月
曜
除
く
）

☎
０
７
０‐５
８
１
９‐０
９
８
４

お
き
で
ん
Ｉ
Ｈ・料
理
教
室

◉
第
12
回 
日
本
語
弁
論
大
会

日
時　
７
月
７
日（
土
） 

午
後
１
時
〜

（
開
場 

午
後
０
時
30
分
）

場
所　
名
護
市
国
際
交
流
会
館

内
容　
名
護
市
在
住
・
通
勤
の
外
国
人

に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会

入
場
料　
無
料

◉
N
I
A
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　
6
月
16
日（
土
） 

午
後
6
時
30
分

〜（
受
付
開
始 

午
後
6
時
）

場
所　
名
護
市
国
際
交
流
会
館

内
容　
一
品
持
ち
寄
り

入
場
料　

千
円　

※
N
I
A
会
員
は

一
品
持
ち
寄
り
で
入
場
無
料

◉
N
I
A
主
催
講
座（
予
定
）

①
英
語
教
室 

初
級（
2
カ
月
コ
ー
ス
）

料
金　
3
千
円（
2
カ
月
分
）

期
間　
5
月
10
日（
木
）〜
6
月
28
日（
木
）

日
時　
毎
週
木
曜
日 

午
後
7
時
〜
午

後
8
時
30
分

②
英
語
教
室 

中
級 （
2
カ
月
コ
ー
ス
）

料
金　
3
千
円（
2
カ
月
分
）

期
間　
5
月
8
日（
火
）〜
6
月
26
日（
火
）

日
時　
毎
週
火
曜
日 

午
後
7
時
〜
午

後
8
時
30
分

③
少
人
数
英
会
話
教
室（
7
人
制
）　

初
級
ク
ラ
ス

料
金　
月
3
千
円

日
時　
a
：
毎
週
火
曜
日 

午
後
7
時
〜

午
後
8
時　

b
：
毎
週
火
曜
日 

午
後
8

時
〜
午
後
9
時　

c
：
毎
週
木
曜
日 

午

後
2
時
〜
午
後
3
時

④
少
人
数
英
会
話
教
室（
7
人
制
）

中
級
ク
ラ
ス

料
金　
月
3
千
円

日
時　
毎
週
火
曜
日 

午
後
2
時
〜
午
後
3
時

日
時　
６
月
１３
日（
水
） 

午
前
１１
時
〜
午

後
２
時
３０
分

品
目　
揚
げ
野
菜
と
そ
ば
サ
ラ
ダ

~

島
野
菜
を
食
べ
て
梅
雨
も
元
気
に~

講
師　
大
城 

し
ま
子

参
加
料　
５
０
０
円 

定
員　
１６
人 

場
所　
名
護
市
営
市
場 

２
階

※
駐
車
は
港
駐
車
場
へ

エ
プ
ロ
ン
、ス
リ
ッ
パ
持
参
。

　

砥
石
を
使
っ
た
刃
物
研
ぎ
を
学
び
、

研
い
だ
包
丁
の
切
れ
味
を
試
し
な
が

ら
魚
の
さ
ば
き
方
を
学
び
ま
す
。軽
食

付
き
。

日
時　
６
月
２４
日（
日
） 

午
前
１０
時
〜

午
後
1
時

場
所　
名
護
市
営
市
場 

２
階（
調
理
室
）

定
員　
１５
人
ま
で

受
講
料　
千
円
／
１
人

大
会
期
日　
８
月
５
日（
日
）

申
込
期
間　
６
月
4
日（
月
）〜
１５
日（
金
） 

午
後
５
時
ま
で

定
数　
１
８
０
チ
ー
ム

選
手
数　
１
チ
ー
ム 

１２
人（
鐘
打
ち
・

舵
取
り
含
む
）

参
加
費　
2
万
円（
支
払
方
法 

持
参
・

現
金
書
留
）

※
必
要
書
類　

①
申
込
書
②
参
加
費

※
締
め
切
り
後
の
払
い
戻
し
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

　

実
施
要
項
・
申
込
書
は
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

新
鮮
な
や
ん
ば
る
食
材
が
大
集
合
。

プ
ロ
の
シ
ェ
フ
が
お
い
し
い
や
ん
ば
る

を
お
届
け
し
ま
す
。ス
テ
ー
ジ
あ
り（
創

作
芸
団
レ
キ
オ
ス
、名
桜
大
学
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）。

日
時　
6
月
10
日（
日
） 

午
前
10
時
〜

午
後
3
時

場
所　
名
護
市
民
会
館 

中
ホ
ー
ル

問
市
営
市
場
管
理
事
務
所

☎
4
3
‐
0
4
7
8

市
営
市
場
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

問
や
ん
ば
る
料
理
研
究
会

☎
5
3
‐
0
0
3
1（
ホ
テ
ル
ゆ
が
ふ
い
ん
内
）

第
7
回 

や
ん
ば
る
地
産
地
消
フ
ェ
ア
ー

◉
市
営
市
場
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

日
時　
7
月
、8
月
の
毎
週
金
曜
日　

午
後
6
時
〜
午
後
9
時

　

舞
台
イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集
中
。

フ
ォ
ー
ク
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、バ
ン
ド
、ラ
イ

ブ
な
ど

◉
ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
in

名
護
市
場

　

名
桜
大
学
看
護
学
科
の
学
生
が
健

康
測
定
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

日
時　
6
月
10
日（
日
）（
偶
数
月
の
第

３
日
曜
日 

午
前
１１
時
３０
分
か
ら
午
後

2
時
３０
分
）

内
容　

血
圧
測
定
、血
管
年
齢
、体
脂

肪
測
定
、握
力
な
ど

　

 

名
桜
大
学 

看
護
学
科（
永
田
）

　

 

５
１-

１
２
８
６

問
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

0
9
8
‐
8
5
1
‐
8
4
6
0

☎HP 沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
相
談
窓
口
に
つ
い
て

⑤
日
本
語
教
室 

初
級

料
金　
月
千
円

日
時　
毎
週
金
曜
日 

午
後
8
時
〜
午
後
9
時

⑥
日
本
語
教
室 

中
級

料
金　
月
千
円

日
時　
毎
週
金
曜
日 

午
後
7
時
〜
午
後
8
時

※
日
程
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
各
講
座
と
も
協
会
会
員
入
会
が
必

要（
年
会
費
2
千
円
）。学
生
ま
た
は
、

団
体
会
員
の
皆
さ
ま
は
年
会
費
無
料
。

☎ 問

問
Ｅ
Ｃ
Ｏ
人
や
ん
ば
る

☎
４
３‐０
２
５
４

刃
物
研
ぎ
講
習
会

〜
旬
の
魚
を
さ
ば
い
て
み
よ
う
〜

日
時　
6
月
30
日（
土
） 

午
後
1
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

名
桜
大
学 

学
生
会
館
６
階

参
加
費　

無
料

講
師　

小
嶋
リ
ベ
カ
氏（
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
）

問
名
桜
大
学 

看
護
実
践
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
5
1
‐
1
1
1
8

講
演
会

子
ど
も
と
家
族
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

　

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
抱
え
る
経
営
の
悩
み
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
、専
門
家
が
総
合
的
に
支
援
し

ま
す
。国（
中
小
企
業
庁
）が
全
国
に
設

置
す
る
相
談
所
で
す
。無
料
で
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

場
所　

名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

３
階（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
室
）

開
催
日　
６
月
６
日（
水
）、１３
日（
水
）、

２０
日（
水
）、２７
日（
水
） 

午
前
9
時
〜

午
後
5
時

　
「
行
政
相
談
制
度
」は
、役
所
の
仕
事

に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
受
け
、

そ
の
解
決
を
促
進
し
、皆
さ
ん
の
声
を

行
政
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。相
談

は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
６
月
6
日（
水
） 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　
名
護
中
央
公
民
館 

２
階 

第
4

研
修
室

相
談
内
容　

医
療
保
険
、年
金
、老
人

保
健
・
福
祉
、雇
用
保
険
、交
通
安
全
、

戸
籍
、道
路
、環
境
衛
生
、登
記
、窓
口

の
応
対
、障
が
い
者
へ
の
配
慮
な
ど

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

contact@
yorozu.okinaw

a
https://yorozu.okinaw

a

そ
の
他

問
総
務
課 

総
務
係

☎
5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
２
１
５
）

春
の
行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て
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編
集
後
記

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板
へ
の
投
稿
を
募

集
中
で
す
。毎
月
１
日
か
ら
先
着
順
。

1
件
に
つ
き
1
0
0
字
以
内
。

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
3
5
）

☎hiroba@
city.nago.lg.jp

企
画
情
報
課 

情
報
政
策
係

問
5
3
‐
6
2
1
0

FAX
0
7
0
‐
5
6
9
2
‐
3
2
1
2

☎
事
務
局（
小
泉
）

問
0
9
0
‐
9
7
8
5
‐
5
6
1
3

☎
長
浜

問 ▽
第
7
回 

沖
縄
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

in 

21
世
紀
の
森
ビ
ー
チ
。6
月
10
日

（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
３０
分
。

い
ろ
ん
な
種
類
の
カ
ヤ
ッ
ク
が
大

集
結
！
３
歳
か
ら
参
加
O
K
!

【
沖
縄
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
】で
検
索
。

▽
女
子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ「
ク
ィ
ー

ン
ズ
リ
コ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
」に
入

り
ま
せ
ん
か
。女
子
中
学
生
、小
学

生
、キ
ッ
ズ
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い

方
募
集
中
。毎
週
月
・
水 

午
後
4

時
〜
午
後
7
時
。あ
け
み
お
ス
カ
イ

ド
ー
ム
。無
料
体
験
有
。

選挙臨時職員の募集について
　平成30年９月27日任期満了名護市議会議員選挙の
臨時職員を募集します。

①応募資格　18歳以上（高校生は除く）
②従事日時・定員
　◉７月２日（月）～９月中旬 （5人）
　◉９月３日（月）～９月９日（日） （6人）
　※11月には県知事選挙も予定されているため延長も可能です。
　◉午前８時30分～午後５時15分（残業あり）
③賃金　日給６４００円（通勤・残業手当別途支給）
④選考　書類選考後、随時面接実施

※受付　平日 午前８時30分～午後５時

⑤応募方法
　　履歴書（写真貼付）を、直接または郵送で選挙管理
　委員会へ提出してください。（ただし、定員の採用が
　確定し次第締め切ります。）

問 名護市選挙管理委員会事務局
53‐2013☎ 〒９０５-００１４ 名護市港二丁目１番１号住

◉
交
流
サ
ロ
ン 

シ
ル
バ
ー
ち
ゃ
ん

　

み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
し
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
、ミ
シ
ン
、大
人
の

ぬ
り
絵
、囲
碁
、将
棋
、オ
セ
ロ
な
ど
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

場
所　
ま
ち
な
か
市
営
住
宅 

１
階
集

会
場

日
時　
平
日 

月
〜
金　

午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

利
用
料
金　
１
０
０
円

◉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て

み
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
は
毎
月
第
1
水
曜
日 

午
前

10
時
か
ら

対
象　
名
護
市
在
住
の
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

◉
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

免
除
者（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科・実
技
】６
月
１１
日（
月
）・

１２
日（
火
）　

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

4
3
‐
0
1
5
9

☎ サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護 

６
月
講
習

問
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

5
3
‐
3
1
1
5

☎ 名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
大
募
集

　

一
日
ご
と
に
暑
さ
が
増
し
て
い
く

今
日
こ
の
ご
ろ
、皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。夏
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
ま
す
。名
護
の
夏
は「
熱
い
」で
す
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、夏
祭

り
に
花
火
大
会
な
ど
、い
ろ
ん
な
場
所
で

「
熱
い
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。夏
バ
テ
や
熱
中
症
に
十
分
気
を

つ
け
な
が
ら
、名
護
で
行
わ
れ
る
夏
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　 

　

                 

（
澄
）

　

取
材
の
際
に
名
を
名
乗
る
と
、「
も
ず

く
さ
ん
は
○
○（
地
名
）の
人
ね
ー
？
」と

聞
か
れ
る
。変
わ
っ
た
名
字
で
は
な
い
と

思
う
の
だ
が
ほ
ぼ
全
員
が
的
中
さ
せ
る

（
正
確
に
は
夫
の
父
方
の
地
元
だ
が
）。私

の
地
元
で
は
、出
身
地
を
当
て
ら
れ
る
よ

う
な
名
字
は
そ
う
多
く
は
な
い
。沖
縄
の

お
も
し
ろ
文
化
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い

る
。と
こ
ろ
で
名
前
と
言
え
ば
、な
ぜ
沖

縄
で
は
人
の
名
を
伸
ば
し
て
呼
ぶ
の
だ

ろ
う
か
。何
人
か
に
聞
い
た
が
、皆
分
か

ら
な
い
と
言
う
。知
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。 （
も
ず
く
#
増
量
中
）

地
域
い
ち
ば
情
報

◉
ぴ
ん
ぷ
ん
日
曜
朝
市

日
時　
第
２
、４
日
曜

　
　
　

午
前
6
時
〜
午
前
9
時

場
所　
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
南
側
広
場

◉
宮
里
区
朝
市

日
時　
第
３
日
曜

　
　
　

午
前
7
時
30
分
〜
午
前
10
時

場
所　
宮
里
区
公
民
館

◉
勝
山
軽
ト
ラ
市

日
時　
毎
月
第
４
日
曜

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所　
（
有
）勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
構
内

問
放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8
‐
8
9
5
‐
5
9
5
2

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、10
代
か
ら
90
代
ま

で
の
幅
広
い
世
代
の
学
生
が
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。約
3
0
0

種
類
の
幅
広
い
科
目
が
あ
り
、1
科
目

か
ら
受
講
で
き
ま
す
。

　

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　
第
1
回 

8
月
31
日（
金
）

ま
で　

第
2
回 

9
月
20
日（
木
）ま
で

◉
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

免
除
無
し（
５
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】６
月
１１
日（
月
）

〜
１５
日（
金
）

◉
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習（
３
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】６
月
１８
日（
月
）

〜
２０
日（
水
）

◉
玉
掛
け
技
能
講
習（
３
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】６
月
２５
日（
月
）

〜
２７
日（
水
）

定
員　
各
１５
人

会
場　
学
科
・
実
技
と
も
に
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
名
護
に
て
行
い
ま
す
。

　

受
講
料
・
受
講
内
容
な
ど
、詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
発
注
例
】家
庭
内
の
掃
除
、料
理
、庭
の

草
取
り
、駐
車
場
管
理
、広
報
誌
な
ど
の

配
布
、公
園
清
掃
、除
草
・
草
刈
り
な
ど

市民のひろば 2018 . 623

やさ
っ！

ちゅーん 
あちさんやー
（今日も暑いねー）

ナーベーラー
うさがみそーれー
がんじゅーないびんどー
（へちま食べると元気がでますよ）



広 告 欄 広 告 欄

◆時間  午前11時50分
◆場所  糸満市摩文仁平和祈念公園６/23○土日時

※広告欄掲載については、企画情報課（53-1212（内線335））までお問い合わせください。この広告は、広告主の責任において掲載しているものです。広告掲載料は、名護市子ども夢基金に積み立てられます。

●発行/名護市  ●担当/名護市地域政策部企画情報課情報政策係 〒905-8540  沖縄県名護市港一丁目1番1号  TEL.0980-53-1212(内線335)  FAX.0980-53-6210  URL.http：//www.city.nago.okinawa.jp/ 
●印刷/株式会社 琉球若草  〒905-0017  沖縄県名護市大中1丁目19-24  名護市産業支援センター1F  TEL.0980-53-6050

名護市広報 市民のひろば6月号 平成30年6月1日発行

53-1212（内線131）☎
問 社会福祉課 福祉総務係

52-2610☎
問 屋部支所

55-8102☎
問 久志支所

58-1221☎
問 羽地支所

52-8957☎
問 屋我地支所

　先の大戦で戦没された御霊を慰めるとともに、恒久平和を願い
次のとおり平和祈願祭などを執り行います。

沖縄全戦没者追悼式

６/21○木名護・屋部・久志 ６/22○金羽地・屋我地

◆時間  午後２時　◆場所  各慰霊塔前

平和祈願祭のお知らせ

名護地区

名護市役所

◀国頭 那覇▶58

屋部地区

屋部支所

屋部川
にじ公園

◀本部 那覇▶449

久志地区

瀬嵩
公民館

◀宜野座 国頭▶339
久志支所

羽地地区

旧羽地
支所

羽地
中学校

◀那覇 国頭▶58

屋我地地区

屋我地
中学校

屋我地
小学校
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